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Likeyboard: ライフログデータ共有簡易化のための
スマートフォンキーボードインタフェース
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概要：近年，食事や睡眠，運動量などを記録するライフログに対する関心が高まってきている．スマート
フォンやウェアラブルデバイスなど，様々なライフログデータを検知可能なデバイスの普及し，様々なラ

イフログデータが蓄積されている．しかし，蓄積されたライフログデータは，ライフログアプリケーショ

ンやウェブ APIを通して個人の活動の振り返りには利用されているが，共有を行うユーザは少ない．ライ

フログデータの共有は更なるライフログデータ蓄積のモチベーションを向上や，新たなコミュケーション

の創出，行動変容の促進にも繋がる．そこで本研究では，ライフログデータ共有の簡易化を目的とした，

“Likeyboard”を提案する．“Likeyboard”は，スマートフォンのキーボードインタフェースを用いて「ラ

イフログデータの選択」「日時の選択」「出力形式の選択」のみで，スマートフォン上でのライフログデー

タの共有を可能とする．大学生 12人を被験者として，既存のライフログデータアプリとのインタフェース

の比較実験を行った．その結果本システムが既存アプリよりライフログデータの共有が簡易化されたいう

評価結果を得た．
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1. はじめに

近年，センサの小型化や低価格化により，様々なセンサ

が搭載されたスマートフォンやウェアラブルデバイスが広

く普及している [1]．スマートフォンやウェアラブルデバ

イスの普及に伴い，個人の行動や空間のセンシングが日常

的に行われるようになり，日々膨大な量のデータがライフ

ログデータとして生成されるようになった．Niamhらの研

究 [4]によると，ライフログの共有を行うことは家族や友達
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とのコミュニケーションの発展や，ライフログを行うモチ

ベーションの向上にも繋がると示唆している．つまり，ラ

イフログデータの蓄積・振り返りだけでなく，蓄積したライ

フログデータの共有が，ユーザ活動を豊かにすると考えら

れる．近年様々なライフログサービスが提供されているが，

それらはデータの蓄積と振り返りに着目しており，Fitbit[9]

やMoves[10]といった既存のライフログアプリケーション

は自由度が低く，簡易なライフログの共有方法は提供され

ていない．本研究では，ライフログデータを簡易的に共有

するためのインタフェースとしてスマートフォンのキー

ボードに着目した．国内のスマートフォンところ有率は 20

から 50歳で約 90％ [2]であり，そのうち 95％の人々 [3]

は日常的にメールやチャットアプリなどのコミュケーショ

ンアプリ (Line[12], FacebookMessenger[13],Gmail[14])を
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利用してコミュニケーションが行われている. 本研究の目

標は，蓄積されたライフログデータを，キーボードインタ

フェースを通して，様々な出力形式 (生データやグラフ，

地図など)を用いた簡易かつ迅速な共有を目標とする．本

研究ではプロトタイプとして，4種類のセンサデータと，

CSVと棒グラフの二種類の出力方式から選択し，ライフ

ログデータの共有を簡易的にするためのキーボードインタ

フェース“Likeyboard”の実装を行った．そして，18から

22歳の大学生 12人を対象に評価実験を行ったところ，本

システムが既存アプリと比較して共有速度が短縮され，本

システムを使用することでライフログ共有への関心が増す

ことを明らかにした．

2. ライフログの共有

本研究が目指すライフログの共有は，手軽でかつライフ

ログデータの表現の自由度が高い共有である．これまでラ

イフログデータは，個人の振り返りでのみ利用されてきた

が，手軽にかつ任意の形式でライフログを共有することで，

新しいコミュニケーション手法の創出やライフログイング

の楽しみ方の多様化にも繋がると考えられる．本章では既

存のライフログ共有手法とその問題点，本研究における問

題意識について述べる．

2.1 既存システムのライフログ共有手法

ウェアラブルデバイスと連携して運動量，睡眠時間，心

拍数などを計測可能な，ライフログアプリケーションの

Fitbitでは，アプリが提供するテンプレート画像に埋め込む

形で一部のライフログデータ（一日の歩数や消費カロリー，

移動距離など）を共有できる．しかし，Fitbitデバイスは

心拍数や睡眠などを取得可能にも関わらず，それらのライ

フログデータをアプリケーションから共有することがで

きない．また，スマートフォンに搭載された GPS(Global

Positioning System)を用いて位置情報をライフログデー

タとして記憶する Movesにおいても，Movesが提供する

テンプレート画像に滞在場所と時間を埋め込むことができ

るが，移動ルートを地図情報に表示するなど，表現方法が

限定されている．そのため，友人とのチャット中にオスス

メのデートコースをアプリ上で共有することや，友人と歩

数や消費カロリーなどの競争などにおいて利用することは

難しい．また，コミュニケーションアプリ上でそれらの画

像を共有する為には，一旦ライフログアプリケーションに

移動し，画像を生成してからコミュニケーションアプリに

戻る必要がある．一旦，元のアプリケーションから離れる

必要がある為，ライフログデータの短時間での共有は難し

い．また，より詳細なライフログデータを取得する方法と

して，各ライフログサービスが提供する API(Application

Program Interface)を利用する方法もある．Fitbitが提供

するAPIでは，APIを通して睡眠時間や 15分毎の心拍数，

歩数などより詳細なライフログデータを取得できる．しか

し，それらの APIは開発者向けに設計されており，開発者

以外がデータを取得してグラフや地図を生成することは難

しい．

2.2 モバイルデバイスにおける入力支援

デジタルデバイスを用いたコミュニケーションにおい

て，キーボードは最も一般的な入力インターフェースであ

る．さらに，Androidや iOSといった主要なモバイル OS

では，カスタムキーボードの開発が可能になっており，近

年キーボードに関する様々な研究が増加している．Takao

氏 [5]らは，キーボードの位置が下の同じ場ところに固定

されていることに疑問を持ち，キーボードの位置を上下左

右様々な位置に移動するとユーザにはどんな影響を与える

のかを実験し評価した．また，Sang-Muk氏 [6]らは，ス

マートフォンを操作している際の姿勢 (寝ているや立って

いる，座っている，など)と，どの手で (両手や右手，左手)

操作しているのかをスマートフォンのセンサデータから機

械学習を用いて予測し，状態に合わせてキーボードのデザ

インをかえるといった研究を行った．しかしこれらの研究

は文字の入力支援に関する研究で，キーボードをライフロ

グデータの共有インタフェースとして用いる研究は行われ

ていない．

また，Google社製のGboard[16]はキーボード上でGoogle

検索を行うことが可能で，検索結果をキーボード越しに共

有できる．これまでの一般的な検索結果の共有では，ブラ

ウザから検索結果の URLをコピーした後，コミュニケー

ションアプリを起動してペーストするといった手順が必要

であった．キーボード越しに全ての手順を行えることで，

短時間での検索結果の共有が可能である．しかし，Gboard

では Googleの検索結果のみ共有ができ，ユーザ自身のラ

イフログデータの検索と共有はまでは行われていない．ま

た，共有方法も検索結果のリンクを共有するだけであり，

本研究の目指すライフログ共有とは異なる．

2.3 問題意識

既存のライフログアプリケーションは，手軽な共有は可

能であるが共有可能なライフログデータに制限が表現の自

由が低いと考えられる．また，APIを用いることで自由に

共有したいデータを選択でき，共有形式も開発者の自由で

あるので，開発時間や技術など開発コストが大きいためラ

イフログの共有において手軽であるとは言えない．

3. Likeyboard

本研究では，自由度が高く，手軽であるインタフェース

のプロトタイプとして “Likeyboard”を提案する．本シス

テムの構成図を図 1に示す．

Likeyboardは，共有するセンサライフログデータの選
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図 1: システム構成図

択，共有したいライフログデータの日付の選択，そして，

出力形式の選択の三つのステップで，ライフログデータを

コミュニケーションアプリ上で迅速に共有できる．既存ラ

イフログアプリケーションと API，本システムの自由度と

手軽さにおける比較を表 1に示す．自由度とは，共有する

ライフログデータを選択可能であるか，出力する形式を選

択可能であるかといった汎用性を指標として定義する．ま

た手軽な共有とは，システムを初めて使う人でも直感的に

操作可能でありかつ，データの共有手段が簡易的であると

いったユーザへの負担の少なさを指標に定義する．表 1に

示すように，Likeyboardはスマートフォンの仮想キーボー

ドスペースを用いることで，共有の手軽さと高いライフロ

グデータの表現の自由度を実現する．

3.1 機能要件

本研究で目標とするインタフェースは，(1)自由度，(2)

簡易性を満たす必要がある．

(1)の自由度とは，様々なアプリやウェアラブルデバイス

を通して蓄積されたライフログデータをユーザが選択し，

様々な出力形式にて出力可能などユーザの好みの共有方法

を選択可能にすることである．

(2)の簡易性とは，ライフログデータの共有をコミュニ

ケーションとして取り入れるために，ユーザが直感的に操

作を理解でき，短時間でユーザの好みのライフログデータ

を好みの出力方法で出力可能にすることである．

表 1: Likeyboard と他システムの比較

自由度 手軽さ

ライフログアプリケーション × ○

API ◎ ×

Likeyboard ○ ◎

図 2: キーボードインタフェース

3.2 実装

Likeyboardのプロトタイプとして，「電池残量」・「気圧」・

「歩数」・「音量」の 4つのライフログデータを「グラフ画像

(棒グラフ)」と「生ライフログデータ (CSV形式)」の二種

類で出力可能なキーボードインターフェースを実装した．

本システムではデータ収集モジュールとして，AWARE

Framework[11]を利用した．AWARE Frameworkでは，ス

マートフォンに搭載された加速度や位置情報，歩数など 20

種類以上ののセンサデータをバックグラウンドで収集でき

る．本研究では，電池残量・気圧・歩数・音量の 4つデー

タをライフログデータとして収集した．データベースは

MySQLに依存し，モバイルネットワークを利用して 15分

に 1回バックグラウンドでサーバに自動保存した．また，

全てのデータは timestamp，device idをキーとして保存を

行った．

ユーザはキーボードインターフェースからライフログ

データと日付・出力形式を選択することで，任意のライフ

ログデータをキーボード上で取得し，そのデータをコミュ

ニケーションアプリ上で直接利用できる．

本システムの出力形式の選択までの操作手順を図 2 の

キーボードインタフェースを用いて説明する． 1©キーボー

ド選択画面にて Likeyboardを選択するとシステムが起動し

初期画面に遷移する．そして 2©初期画面にて 3©Select Life

Dataを選択すると共有データ選択画面に遷移し，選択を行

なう．選択が完了したら初期画面に戻り，次に Select Date

を選択し共有する日付の選択画面に遷移し，日付を選択す

る．両方の選択が完了しサーバにデータが存在する場合の

み出力形式選択画面に遷移する． 4©最後に出力形式をグラ

フと CSVの二種類から選択する．続いて，Likeyboard上

で選択されたデータを，コミュニケーションアプリを通し

て相手に送信する方法を図 3に示す．

5©キーボード上に表示されたグラフ画像もしくは CSV

の画像を指でタップすると copyという文字が表示され画
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図 3: 取得したデータの送信方法

像のコピーが完了する．そして， 6©共有に用いるコミュニ

ケーションアプリのテキストフィールドにペーストする．

7©最後送信ボタンを選択するとライフログデータの共有が

完了する．

4. 評価実験

本章では Likeyboardのインタフェースについての実証

評価について述べる．本研究における目的である，ライフ

ログデータ共有の簡易性と自由度についての評価するた

め，既存のライフログデータ共有可能なサービスと比較し

た．また，インタフェースの構成・構造が有用性に優れて

いるかについて，被験者へアンケートを行った．

4.1 被験者

本実験では，日常的に iOS端末および，端末上で動作す

るコミュニケーションアプリを使用している学生 12人 (男

性 6人，女性 6人)を被験者とした．年齢は 18歳から 22

歳である．また，アプリケーション習熟度合いによる違い

を無くすため，比較対象をMovesと Fitbitアプリを普段

から使用していないユーザを対象とした．

4.2 評価実験

評価実験では次の項目について評価を行う．

( 1 ) 本システムの直感的な操作性

( 2 ) ライフログ共有の簡易化

( 3 ) システムの応用可能性

(1)ライフログ共有のかにかの評価のために，既存シス

テムとの比較を行った．Moves，Fitbit，Likeyboardそれ

ぞれのシステムにおける共有方法を「説明した」上で，“1

月 20日分のライフログデータをメールで被験者自身に送

信する”という共通のミッションを与えた．そして，ミッ

ション達成までの時間を比較した．

(2)では本研究におけるインタフェースが直感的操作が

可能かをシステムの比較から評価した．システムにおける

共有方法を「説明せず」，(1)と同様に，比較対象をMoves

と Fitbitの二つの既存アプリを利用した．“1月 20日分の

ライフログデータをメールで被験者自身に送信する”とい

う共通のミッションを与え，ミッションを達成するまでの

時間を比較した．

(3)では実際に本システムを利用後に，システムの構成・

構造のわかりやすさ，本システムの使用が想定されるシナ

リオ，今後拡張して欲しい機能などをアンケートにより調

査・評価を行った．アンケート項目について以下に示す．

アンケート項目✓ ✏
Q1 本システム使用前にどのくらいライフログに興味

があったか

Q2 本システム使用前にどのくらいライフログデータ

の共有に興味があった

Q3 本システム使用後にどのくらいライフログに興味

がわいたか

Q4 本システム使用後にどのくらいライフログデータ

の共有に興味がわいたか

Q5 既存サービスと比較して共有が手軽であったか

Q6 システムのデザイン・構成がわかりやすかったか

Q7 キーボードとして追加したいか

Q8 本システムがどういった場面で使えると思うか

Q9 今後追加して欲しい機能はなにか
✒ ✑
Q1から Q6までは五段階により評価し，Q7と Q8はイン

タビューにより調査し評価する．

4.3 評価結果

上記で述べたインタフェースの比較実験の結果を図 4に

示す．(1)の共有の簡易性の評価実験においては，共有速度

が平均で 5秒以上 Likeyboardの方が既存のアプリよりタ

スクの完了までの時間が短縮された．(2)のインタフェー

スの直感性の評価実験では，共有速度が平均して 6秒以上

Likeyboardが既存のアプリよりタスクの完了までの時間が

短縮された．次に，5段階評価のアンケート項目と結果を

表 2で示す．Q1と Q2より，最頻値がそれぞれ 2と 1，最

小値も 1とネガティブな結果であった．しかし，Q3と Q4

にて同じ質問を本システム使用後に行ったところ，最頻値

や最大値，最小値から，本システムの使用がライフログへ

の興味を促進させたという結果になった．また，Q5から

Q7のキーボードインタフェースについての質問に対し，最

頻値が 4とポジティブな結果となった．今後 Likeyboard

の開発を進めていくにあたり，ユーザ目線でどのようなイ

ンタフェースを実装する必要があるかを調査するために，

Q8と Q9のインタビューを行った．その結果，Q8に対し

ての回答は以下のようなものがあった．
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表 2: アンケート内容と結果 1-5(1:全く思わない,2:ほとんど思わない,3:どちらでもない,4:少し思う,5:かなり思う)

質問 1 2 3 4 5 最頻値 最大値 最小値

Q1 本システム使用前にどのくらいライフログに興味があったか 1 5 2 3 1 2 5 1

Q2 本システム使用前にどのくらいライフログデータの共有に興味があった 10 2 0 0 0 1 2 1

Q3 本システム使用後にどのくらいライフログに興味がわいたか 0 4 0 6 2 4 5 2

Q4 本システム使用後にどのくらいライフログデータの共有に興味がわいたか 0 2 0 8 2 4 5 2

Q5 既存サービスと比較して共有が手軽であったか 0 0 0 7 5 4 5 4

Q6 システムのデザイン・構成がわかりやすかったか 0 3 1 7 1 4 5 2

Q7 キーボードとして追加したいか 0 4 0 8 0 4 4 2

• メタボであると診断された人が日々の心拍数や歩数な

どを記録したものを医療者側に届ける

• 友人に今日の消費カロリーを自慢する

• 友人との待ち合わせをしている際に，位置情報を共有

する

Q9のインタビューを行った結果，睡眠時間の推移や摂取カ

ロリーを共有したいと言った，共有可能なライフログデー

タの追加についての要望のみの結果となった．

4.4 考察

アンケート調査のQ1からQ4より，被験者に本システム

を利用してもらう以前はライフログに興味があると答えた

人はわずか 4人で半分以上は興味がないという結果になっ

た．また，ライフログデータの共有に関しては被験者全員

が興味ないと回答し，ライフログには興味があるユーザも

「共有」に関しては興味がないと回答した．そこで，本シ

ステムを導入後にもう一度同様の質問を行ったところ，約

70％の被験者がライフログに興味がわいたと回答し，ま

た，ライフログデータの共有に関しては約 80％のユーザが

興味がわいたと回答した．つまり本システムの利用によっ

て，ライフログへの関心が高まったと考えられる．

図に表した，FitbitとMovesとの比較実験結果からわか

るように，本システムは共有速度が向上した．さらに，ア

ンケート調査においても Q5(実際に共有が容易であると感

じたか)対し，被験者全員が 4以上と回答した．以上の結

図 4: Likeyboard と既存システムの比較実験結果

果から本システムが既存サービスと比較して簡易的なライ

フログ共有インタフェースであると言える．

5. 議論

本章ではアンケート項目の Q6から Q9の結果を踏まえ

た上で，本システムの改善点・今後の展望についての議論

を行う．

5.1 ユーザビリティ

Q6にてデザイン・インタフェースについてのアンケート

を行ったところ，8人がわかりやすいと回答し，3人がわか

りにくいと回答し，1人はどちらでもないと回答した．今

回実装した Likeyboardはプロトタイプであり，機能も少

ないため被験者全員がわかりやすいと回答すると予想して

いた．しかし，3人がネガティブな回答をした．ネガティ

ブな回答をした 3人になぜそのような回答をしたのか再度

アンケートを取ったところ全員が，共有したいデータや日

付，出力形式を選択するまでサーバ内にデータが存在する

のかわからない，という意見であった．そのため，日付選

択画面にデータが日付の色を変えることで改善したいと考

えている．

5.2 システムの導入

Q7(本システムをキーボードとして追加したいと思うか)

の質問に対し，4人がほとんど思わないと回答し，8人が

少し思うと回答した．5段階にて 5を選択した被験者は 1

人もおらず，4人は追加を望んでいない結果となったので，

今後共有可能なライフログデータや，出力方法を増加させ

ることで結果の改善が必要である．

5.3 拡張性

アンケートの Q8の結果より，本システムが利用される

場面を以下の三パターンに分類した．

• 医者や栄養士などに健康管理のため心拍数や睡眠デー

タなどの共有

• 友人や家族と競争を行うため歩数や消費カロリーデー

タなどの共有

• 日常的な会話の中で LINEのスタンプのようにデータ
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の共有

インタビュー結果より，ユーザは健康管理といった重要な

タスクから，日常会話の中で気軽にといった幅広い利用方

法を求めていることがわかった．そのため，上記のシチュ

エーション全てに一つのインタフェースで対応することは

不可能だと考え、今後は既存キーボードアプリの Simeji[15]

のようなユーザの好みのインタフェースに変更可能なシス

テムの実装が必要であると考えられる．また，Q9の今後追

加して欲しい機能についてインタビューを行ったところ，

睡眠時間や心拍数，摂取カロリーといった様々な共有可能

なライフログデータを追加して欲しいという意見が多かっ

た．Q9に対して非常に多くのライフログデータの名前が

上がった．そのため，今後共有可能なデータを追加によっ

て本システムの需要がさらに高まると考えられる．

6. おわりに

Likeyboardを使用して 12人の被験者を対象として評価

実験を行い，本システムが既存のライフログサービスと比

較して，共有が簡易化されたことが明らかとなった．また，

本システムの使用によりユーザのライフログデータ共有へ

の関心が高まることも明らかとなった．しかし，本システ

ムのインタフェース構造はユーザが理解しにくい箇ところ

があるため，本システムをキーボードとして追加したくな

いと感じたユーザが 30％以上もいた．そのため，今後イ

ンタフェースの改良とともに，共有可能なデータを増加し，

本システムの需要を高めたいと考えている．また，取得可

能な全てのライフログデータを様々な出力形式で共有し，

新たなコミュニケーションツールとしてライフログデータ

共有を一般化する必要がある．
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